
（別紙３）

～ ２０２６年　１月　３０日

（対象者数） 19 （回答者数） 15

～ ２０２６年　１月　３０日

（対象者数） 7 （回答者数） 7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

カンファレンスに加え、会議の際など、オブザーバーに参加

いただき活動の内容やお子さまの様子について意見を頂くよ

うにしていく。

2
今年度以上に、言語聴覚士による評価・訓練の機会を増やし

ていきたい。

3
今後も保護者さまのご希望をお聞きしながら、面談回数や内

容について充実させていきたい。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

特に契約時には多くの情報をお伝えすることになり、十分に

保護者さまに伝わらない懸念があり、定期的に全体への周知

が必要。声かけやSNSを利用するなどの方法を検討していき

たい。

2

3

○事業所名 聖ヨハネ子どもセンター

○保護者評価実施期間
２０２５年　１２月　１５日

○保護者評価有効回答数

２０２５年　１２月　１５日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
２０２６年　３月　２日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

情報の周知が不十分であること

さまざまな情報を提供できる準備はあるが、保護者さまへ充分

に伝わっていない。

掲示や書面などでお示ししたり、冊子にして置いてはいるがあ

らためて声かけをしておらず、保護者さまが気づかなかったり

忘れてしまったりしているのではないか。

公認心理師・臨床心理士・保育士など多職種による視点でお子

さまに関わることができる。

療育内容、かかわりについて、必要に応じて多職種で検討して

いる。

個別療育は担当者が固定しているが、必要に応じ他職種からの

意見を聞き、広い視点を持ってお子さまに関わらせてもらって

いる。

言語聴覚士による言語相談・構音訓練を実施している。
訓練、指導だけではなく、遊びを通してのコミュニケーション

の発達のお手伝いもさせていただいている。

公認心理師・臨床心理士による保護者の相談を実施している。

保護者と一緒に通室する教室のため、お子さまの変化や遊びの

様子をすぐにお伝えすることができる。また、別枠で時間を

とって保護者面談を行うなど、相談希望に応じて柔軟に対応し

ている。

事業所における自己評価総括表公表


